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二の丸EXv2 Ver 2.6.262.1

標準機能の改善
1.インボイス２０２６年税制改正に対応しました。

2026/10/01以降の免税事業者 経過措置について控除可能割合の見直しに対応しています。

 2.「原価システム設定」画面の「内訳設定」タブで「分類コード」の初期値が設定できます。
各区分毎で分類コードの初期値が設定できるため工事内訳画面での入力が短縮化できます。

その他
3.発注オプション 一括注文書(発注先別)、一括注文書(発注先別・工事別)の帳票で納入場所などを
印字するパラメータを追加しました。

 4.発注オプション 「在庫発注処理」画面で発注データを途中まで作成し登録更新せず画面を
 閉じたときに在庫発注データが作成されないように改修しました。

5.定期売上オプション 「定期売上システム設定」画面で発注データ作成の初期設定欄にある
 実行予算分類で外注または経費にチェックを付けて自動処理を実行しても実行予算分類が
セットされなかったのを改修しました。

6.承認オプション 「承認ルート設定」画面で承認メールのチェックボックスにチェックを入れたときに
承認処理を行うと申請者へメールが送信されるように改修しました。



標準機能の改善 1.インボイス2026年税制改正に対応しました。

2026/10/01以降の免税事業者 経過措置について控除可能割合の見直しに対応しています。

①「インボイス」タブ画面
７０％控除、３０％控除などの項目が追加になりました。



標準機能の改善 1.インボイス2026年税制改正に対応しました。

「原価システム設定」画面の「インボイス」タブがの原価に反映させる、反映させないについて。

「インボイス」タブ画面
原価に反映させるにチェックを付けた場合

原価に反映させないにチェックを付けた場合



標準機能の改善 2.「原価システム設定」画面の「内訳設定」タブで「分類コード」の初期値が設定できます。

「原価システム設定」画面の「内訳設定」タブで「分類コード」の初期値が設定できるようになりました。

②「工事内訳」画面
「工事内訳」画面の新規行で区分を入力することで「分類コード」がセットされます。 

①「原価システム設定」画面 「内訳設定」タブ
初期値で分類コードが設定できるようになりました。※画面は二の丸EXv2です。

区分毎に初期値が設定できます。表示は分類名で表示されます。



その他    3.発注オプション 一括注文書の帳票で納入場所などが出力できるパラメータを追加しました。

発注オプション 一括注文書(発注先別)、一括注文書(発注先別・工事別)の帳票で納入場所などを印字するパラメータを追加しました。

パラメータリスト



レベルアップをご希望の方、ご不明な点がありましたら、弊社担当またはサポートデスクまでお問い合わせ
ください。

データベースのレベルアップが必要になります。
レベルアップをする際は、全てのパソコンでIDS製品を終了していただきますようお願い致します。

引き続き弊社製品をよろしくお願い申し上げます。

二の丸EXv2 Ver 2.6.262.1

その他
4.発注オプション 在庫発注処理で発注データを途中まで作成し登録更新せず画面を閉じたときに
 在庫発注データが作成されないように改修しました。

5.定期売上オプション 「定期売上システム設定」画面で発注データ作成の初期設定欄にある
 実行予算分類で外注または経費にチェックを付けて自動処理を実行しても実行予算分類が
セットされなかったのを改修しました。

 6.承認オプション 「承認ルート設定」画面で承認メールのチェックボックスにチェックを入れたときに
承認処理を行うと申請者へメールが送信されるように改修しました。
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